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セイヨウナシ `ラ・フランス' の立木栽培における効率的着果管理法

安達栄介・須藤佐蔵

(山形県立園芸醐

Efficient llethod oF Fruit Managenent in `La France' Pcars

Eistlke ADACHI and Sazo Smo

(Ya agata PreFectural Horticutural Experinlent Station)

1.|ま じ め に

セイヨウナシ `ラ・フランス'の着果管理は、有効な

摘花 (果)剤が無いため、摘果を中心に手作業によつて

行われており、多大な労力を要してきた。近年、良食味

で商品性の高い果実生産を目的に、摘芽や摘花を組み合

わせた早期着果制限を行う農家が増えてきているが、ど

の方法がより効率的、効果的方法か明確でない。そこで、

現在行われている着果管理方法における作業時間および

果実品質を調査し、より効率的で商品性の高い果実生産

が可能な着果管理法を検討する。

また、適正着果量は、葉果比で 60(枚/果)程度とし

ているが、葉数を試算するための指標がないため、着果

量は勘を頼りにしているのが現状である。そこで簡易に

着果量を判断するための指標について検討する。

2.試 験 方 法

(1)効率的着果管理法 (試験 1)

材料として、15年生の開心形仕立て `ラ
。フランス'

/ヤマナシを用いた。下表の区を設け、①摘芽、②花そう

摘花、③l輪摘花、④中心摘花、⑤果そう摘果、⑥ l果

に摘果 (中心摘花あり)、 ⑦ l果に摘果 (摘花なし)、

③仕上げ摘果、の 8種類の処理について、それぞれ主枝

ごとに作業時間を計測した。なお、調査人数は 1人で、

脚立の移動や昇降は作業時間に含めなかつた。

花そう摘花+摘果    ―  O  ―  ~  O  O
花そう+1輪摘花十摘果  ―  O  O  -  0  0
花そう+中心摘花+摘果 -  0  -  O  O  O

准難暑機罷窪稚雛朧 経菫[葉覧ぅ摘果と1果摘果
果実品質については、10月 9日 に収穫後、果重を全果

について計測し、各区 15果について収穫時の果実品質を

調査した。また、2℃で 25日 間予冷後、15℃で追熟し、

11月 19日 に可食時の果実品質を調査した。

(2)着果程度の判断指標 (試験 2)

試験は 2001と 2003年の 2ヵ 年行つた。材料として、

38年生および 14年生の開心形仕立て `ラ・フランス'/

ヤマナシを用いた。6月 上旬に側枝基部 (発出基部から

lcm程度先の位置)の直径、および葉数を以下の基準で調

査した。葉幅が十円玉より大きい葉を 1枚、十円玉より

小さい葉を 05枚、極端に小さい葉を 0枚 としてカウン

トした。また、それぞれの調査枝の着果部位長 (3年枝

以上の部位)を調査した。

3.試 験 結 果 お よ び 考 察

(1)効率的着果管理法 (試験 1)

各処理の作業時間を表 1に示した。この各処理時間と

花 (果)そ うに対する処理程度 (図 1の注訳)を基に、

各処理を組み合わせた場合の作業時間を試算した (図 1)。

その結果、摘果のみで対応する方法に比較し、摘芽 +摘

果 と 摘芽+中心摘花 +摘果 は、それぞれ 25%と 15%

程度着果管理作業時間を短縮できると推察された。

1果重は、花そう+1輸摘花+摘果 >花 そう十中心

摘花 +摘果 >摘 芽 +摘果および花そう摘花 +摘果 >

摘果のみの順となつた。糖度および食味は摘果区でやや

劣つた。 (表 2)

以上の結果から、摘芽は花そう摘花と比較し、果実の

肥大が同等であり、作業時間が短縮できるため、有効な

着果管理と考えられ、花そう摘花の代わりに摘芽を行 う

ことで果実肥大と省力化が狙えると考えられた。よつて、

摘芽と中心摘花と摘果の組み合わせが作業性の向上と果

実肥大効果を兼ね備えた着果管理法であると推察された。

(2)着果程度の判断指標 (試験 2)

仕上げ摘果時期に当たる6月 上旬の枝の横径と葉数
と

の関係を、2カ年の調査結果からみると、有意な正の相

関関係が得られた (図 2)。 また、関係式により枝
の径か

ら葉数と着果可能果実数を試算したところ表 3の結果が

得られた。
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頂花芽が着生した着果部位の長さと着葉数との関係で

は、枝の大さとの関係より相関係数がやや劣るものの有

意な相関関係が得られた (図 3)。 また、関係式により

表 1各処理ごとの作業時間

処 理 名
作業時間

Z

(秒 )

摘芽

花そう摘花

1輸摘花       6428
中心摘花       3014
果そう摘果       5230
1果摘果(中心摘花あり)3540
1果摘果(摘花なし)  5470
仕上げ摘果      2005
2100花

(果)そぅを処理する時間
脚立の移動や昇降時間は含まない

表2 果実品質

試験区

3268
花そう摘花+摘果    3207
花そう+1輪摘花+摘果  3639
花そう+中心摘花+摘果  3370

着果部位長別に着葉数を試算 したところ、日標とする葉

果比を 60(枚/果)と した場合、着果させる間隔は 20cm

に 1果程度と推計された (表 4)。
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14 1      33

13 9       3 3

摘果のみ      _2967   137  31
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5240
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図 1 着呆管理法の作業時間対比 (平成 15年 )
°処理程度 :処理前の花(果)そう数を100%として

鯰卿鶉蠣祓魏嶋
・摘果のみは、予備摘果時を60%とした。
・いずれの方法も、仕上げ描果を10%、 最終着果量を30%とした。
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図2 6月 上旬における側枝基部径と葉数との関係

Z校
の基部からlcm上部の枝径

4.ま と め

セイヨウナシ `ラ・フランス'の着果管理法として、摘芽

と中心摘花 (花そうの中心部のみ摘花)お よび摘果を組
み合わせた方法は、摘果のみで対応 した方法に比較し、

作業時間が 15%程度短く、果実肥大と良食味が期待でき

- y = 0.0028x2 + 2.1588x + 91.858

100       200

着果部位長(cnl)

図3 6月 上旬における着果部の枝長と葉数との関係

表4 着果部の枝長から推計した葉数および着果間隔
看呆部の技長  葉数   着果可能数  着果間隔

~

～100cln         321          53

^‐ 150cm          419          70
Z3年
枝以上

るため、効率的で商品性の高い果実生産が可能な着果管

理法である。

また、着果程度を判断するための指標として、枝の

基部から lcm先の枝径および着果間隔を使用することが

可能であり、着果間隔は葉果比 60(枚/果)と した場合、

20cmに 1果程度である。

1600

1400

1200

1000
（瑯
＼
部
）無
採

208
189
21 4

表3 枝径から推計した葉数および着果可能数
枝径
Z(mm) 10

着果可能数  13  34  60  130
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